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2019 年 4 月 22 日

　

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
通
研
支
部

　
安
倍
政
権
に
よ
る
国
政
の
私
物
化
、
隠
ぺ
い
、

偽
装
・
改
ざ
ん
を
徹
底
究
明
し
、
忖
度
と
モ
ラ
ル

崩
壊
の
政
治
を
一
掃
し
よ
う
。
市
民
と
野
党
の
本

気
の
共
闘
で
、
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う

　
消
費
税
増
税
を
中
止
せ
よ
。
軍
事
費
の
削
減
、

大
企
業
・
富
裕
層
へ
の
優
遇
税
制
の
是
正
を
軸
と

す
る
正
し
い
税
制
改
革
で
消
費
税
に
頼
ら
な
い
新

し
い
道
へ

　
ト
ラ
ン
プ
言
い
な
り
の
軍
事
装
備
の
爆
買
い
を

や
め
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
に
あ
て
よ

　
憲
法
９
条
改
悪
を
阻
止
し
よ
う
。安
保
法
制（
戦

争
法
）
を
廃
止
し
、
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う

  

対
話
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
・
平
和
体
制

構
築
を
求
め
、
憲
法
９
条
を
も
つ
日
本
に
ふ
さ
わ

し
く
、
平
和
の
た
め
の
外
交
に
力
を
尽
く
せ

　
横
田
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
撤
回
せ

よ
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
即
時
中
止
を
。
普
天

間
基
地
の
返
還
を
。
米
軍
の
横
暴
を
野
放
し
に
す

る
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
正
を

　
原
発
の
再
稼
働
反
対
。
国
と
東
電
は
福
島
事
故

の
責
任
を
果
た
せ
。市
民
と
野
党
の
共
同
提
案「
原

発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
を
成
立
さ
せ
よ
う
。

　「
脱
炭
素
社
会
」
実
現
の
た
め
地
球
温
暖
化
対

策
に
本
腰
を 

　
政
府
は
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
・
西
日
本

豪
雨
は
じ
め
災
害
被
災
者
の
生
活
と
生
業
の
再
建

に
全
力
を
つ
く
せ

　
外
需
頼
み
で
は
な
く
、
内
需
の
拡
大
で
日
本
経

済
の
再
建
を

・
８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

　

現
を
。
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
と
最

　

低
賃
金
の
大
幅
増
額
を

・
大
企
業
は
莫
大
な
内
部
留
保
を
労
働
者
、
下
請

　

け
企
業
に
還
元
し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
せ

・
公
的
年
金
、
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、
生
活
保

　

護
制
度
の
大
改
悪
を
許
す
な

・
認
可
保
育
所
を
大
幅
に
増
や
せ

・
高
等
教
育
予
算
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
給
付
奨

　

学
金
制
度
の
大
幅
拡
充
を

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
者
は
連
帯
し
、
賃
金
、
労
働
条
件

の
大
幅
改
善
を
実
現
し
よ
う

・
大
幅
賃
上
げ
、
ボ
ー
ナ
ス
大
幅
増
を
実
現
し
よ

　

う
。
賃
金
格
差
の
拡
大
反
対

・
労
働
強
化
と
低
賃
金
を
押
し
つ
け
る
「
成
果
主

　

義
」
賃
金
制
度
は
廃
止
を
。 

評
価
の
透
明
性
・

　

公
平
性
・
納
得
性
の
確
保
を

・
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
意
向
、
家
庭
の

　

事
情
、
キ
ャ
リ
ア
、
ス
キ
ル
の
尊
重
を

　
研
究
者
・
技
術
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
研

究
所
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
築
こ
う

・
長
時
間
労
働
を
規
制
し
、
健
康
と
生
活
を
守
れ

・
育
児
と
研
究
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
を
。
セ

　

ク
ハ
ラ
と
性
差
別
を
な
く
し
、
女
性
も
男
性
も

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

・
裁
量
研
究
開
発
手
当
の
大
幅
な
増
額
を

・
研
究
者
・
技
術
者
の
専
門
職
性
の
尊
重
を

・
研
究
の
継
続
性
・
系
統
性
を
重
視
し
、
基
礎
か

　

ら
応
用
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
研
究
計
画
を 

　
軍
事
研
究
反
対
、
研
究
成
果
の
軍
事
利
用
を
許

す
な

・
防
衛
省
の
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
の
廃

　

止
を

・
米
軍
資
金
の
導
入
反
対

・
サ
イ
バ
ー
空
間
の
軍
事
利
用
反
対
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

　

術
は
、
民
主
主
義
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

　
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
の
国
際
的
責
務
を
果

た
せ

　
金
権
腐
敗
政
治
の
根
源
で
あ
る
企
業
・
団
体
献

金
の
禁
止
、
政
党
助
成
金
の
廃
止
を

　
日
米
安
保
条
約
を
廃
棄
し
、
平
和
・
中
立
の
日

本
を
築
こ
う

平和といのちと人権を！

5・3 憲法集会 2019
― 許すな！安倍改憲発議 ―

　　５月３日（金・休）
　有明・東京臨海防災公園
　　　りんかい線「国際展示場駅」
　　　ゆりかもめ「有明駅」下車
12：00　オープニングコンサート
13：00　メイン集会
15：00　パレード
主催：平和といのちと人権を！５・３
　　　憲法集会実行委員会

第
90
回
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熊
本
地
震
の
本
震
発
生

か
ら
３
年
（
16
日
）。「
熊

本
県
や
大
分
県
で
関
連
死

を
含
め
て
２
７
３
人
が
亡

く
な
っ
た
」「
熊
本
県
で
は

現
在
も
１
万
６
５
０
０
人

も
が
仮
設
住
宅
な
ど
で
生

活
し
て
い
る
」「
災
害
公
営

住
宅
（
復
興
住
宅
）
の
整

備
が
遅
れ
て
い
る
。
県
が

目
指
す
来
春
ま
で
の
仮
設

解
消
は
無
理
だ
と
い
う
」

「
被
災
者
の
気
持
ち
に

添
っ
た
国
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ド
コ
モ
が
６
月
か
ら
適

用
す
る
新
料
金
プ
ラ
ン
を

発
表
。「
最
大
４
割
安
く
な

る
と
い
う
」「
料
金
が
最
も

下
が
る
の
は
月
間
１
GB
程

度
使
用
の
ラ
イ
ト
ユ
ー

ザ
ー
だ
」「
政
府
の
端
末
代

金
と
通
信
料
の
分
離
の
方

針
を
受
け
セ
ッ
ト
販
売
は

廃
止
」「
端
末
料
金
の
値
上

げ
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
一
原
発
３
号
機

で
プ
ー
ル
の
核
燃
料
取
り

出
し
作
業
開
始
（
15
日
）。

「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
建

屋
プ
ー
ル
か
ら
の
核
燃
料

の
取
り
出
し
は
初
め
て

だ
」「
当
初
の
計
画
よ
り
４

の
メ
ジ
ャ
ー
制
覇
。「
43
歳

で
最
終
日
の
逆
転
優
勝
は

す
ご
い
」「
復
活
を
期
待
し

て
い
た
。
嬉
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ケ
ッ

ト
販
売
開
始
。「
ネ
ッ
ト
で

の
受
付
が
５
月
９
日
か
ら

は
じ
ま
る
」「
抽
選
で
当

た
っ
た
ら
購
入
で
き
る
が
、

チ
ケ
ッ
ト
価
格
が
高
す
ぎ

る
」「
開
会
式
を
見
た
い
と

思
っ
た
が
、
Ａ
席
は
30
万

円
、給
料
の
一
ヵ
月
分
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

27
日
か
ら
10
連
休
。「
海

外
旅
行
は
早
く
か
ら
一
杯

に
な
っ
た
」「
高
速
道
路
は

　

全
国
港
湾
労
働
組
合
連

合
会
は
14
、15
の
両
日
、使

用
者
団
体
の
日
本
港
運
協

会
（
日
港
協
）
が
、
産
業

別
最
低
賃
金
制
度
の
破
棄

な
ど
を
主
張
し
た
こ
と
に

抗
議
し
、
産
別
最
賃
の
引

全
国
港
湾
　
48
時
間
ス
ト

　

産
業
別
最
賃　

破
棄
許
さ
な
い

き
上
げ
を
は
じ
め
春
闘
要

求
を
掲
げ
て
全
国
の
港
で

48
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
し
ま
し
た
。
入
港
船
舶

総
ト
ン
数
１
位
の
横
浜
港

で
は
、ふ
頭
ゲ
ー
ト
を「
ス

ト
ラ
イ
キ
決
行
中
」
の
横

断
幕
で
封
鎖
し
ま
し
た
。

　

日
港
協
は
、
産
別
最
賃

が
独
占
禁
止
法
違
反
だ
と

主
張
。
９
日
に
中
央
労
働

委
員
会
か
ら
「
独
禁
法
上

の
問
題
と
な
ら
な
い
」
と

の
判
断
が
出
て
も
拒
否
し

ま
し
た
。

　

企
業
を
対
象
に
す
る
独

禁
法
を
組
合
に
適
用
し
て
、

産
業
別
最
賃
制
度
を
廃
棄

す
る
と
い
う
日
港
協
の
主

張
は
暴
挙
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

F35 墜落
原因の徹底究明・飛行停止を

欠陥機の爆買い＝ 1兆円超中止せよ

　

航
空
自
衛
隊
の
次
期
主

力
戦
闘
機
Ｆ
35
Ａ
が
９
日
、

青
森
県
沖
に
墜
落
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
宮
本
議

員
は
２
月
、
国
会
で
Ｆ
35

の
欠
陥
に
つ
い
て
米
国
の

政
府
監
査
院
の
報
告
書
を

示
し
て
警
告
し
ま
し
た
。

同
報
告
書
に
よ
る
と
Ｆ
35

に
は
９
６
６
件
の
未
解
決

な
欠
陥
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
１
１
１
件
が
「
安
全
性

や
他
の
重
要
な
性
能
を
危

険
に
さ
ら
し
得
る
欠
陥
」

で
す
。
安
倍
政
権
は
こ
の

指
摘
を
「
飛
行
の
安
全
性

等
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
課
題
は
な
い
」（
岩
屋
防

衛
相
）
と
し
て
黙
殺
し
ま

し
た
。
警
告
を
無
視
し
て

飛
ば
し
続
け
た
政
府
の
責

任
は
重
大
で
す
。
墜
落
事

故
原
因
の
徹
底
究
明
と
全

て
の
同
型
機
の
飛
行
停
止

が
必
要
で
す
。

　

重
大
な
欠
陥
が
あ
り
、

一
機
約
１
１
６
億
円
も
す

る
戦
闘
機
を
１
０
０
機
も

爆
買
い
す
る
計
画
は
白
紙

に
戻
す
べ
き
で
す
。

米海兵隊 2019 年度計画

辺野古計画を削除
軟弱地盤で米軍も見通し失う

　

米
海
兵
隊
は
、
こ
の
ほ

ど
公
表
し
た
「
２
０
１
９

海
兵
航
空
計
画
」か
ら
、沖

縄
県
辺
野
古
の
新
基
地
建

設
に
伴
う
施
設
建
設
計
画

を
削
除
し
ま
し
た
。
埋
め

立
て
区
域
北
側
の
大
浦
湾

で
軟
弱
地
盤
の
存
在
が
確

認
さ
れ
、
長
期
の
地
盤
改

良
工
事
が
不
可
避
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
米
軍
も
見

通
し
を
失
っ
た
と
言
え
ま

す
。

　

新
基
地
建
設
を
前
提
と

し
た
普
天
間
基
地
の
「
返

還
」
は
見
通
し
が
あ
り
ま

せ
ん
。
海
兵
隊
は
老
朽
化

し
た
普
天
間
基
地
の
大
規

模
改
修
・
長
期
使
用
に
踏

み
切
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

辺
野
古
の
工
事
は
直
ち
に

中
止
し
、
普
天
間
基
地
は

無
条
件
返
還
す
べ
き
で
す
。

年
４
ヵ
月
も
遅
れ
て
い

る
」「
燃
料
プ
ー
ル
に
は
使

用
済
み
核
燃
料
５
１
４
体
、

未
使
用
52
体
が
保
管
さ
れ

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

仏
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

で
大
規
模
火
災
。「
尖
塔
の

崩
壊
映
像
に
は
驚
い
た
」

「
出
火
の
原
因
は
改
修
工

事
に
あ
る
よ
う
だ
」「
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
建
築
は
世

界
文
化
遺
産
だ
」「
美
術
史

的
に
貴
重
な
芸
術
作
品
へ

の
被
害
が
危
惧
さ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
が

マ
ス
タ
ー
ズ
で
11
年
ぶ
り

分
散
す
る
傾
向
だ
と
い

う
」「
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
そ

う
だ
」「
ど
う
過
ご
せ
ば
い

い
か
迷
っ
て
い
る
」「
病
院

が
休
み
で
心
配
だ
」「
近
場

で
家
族
サ
ー
ビ
ス
で
す

よ
」次

号
の
発
行
は
５
月
13

日
で
す


